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性
た

ち
も、

そ
の

代
表
的
イ
ベ

ン

ト
「

す
ぴ
こ

ん
」

で

見
ら
れ
る
よ

う
に

、

宗
教
色
の

強
い

セ

ッ

シ

ョ

ン

を

購
入
す
る

こ

と

で
、

新
し
い

「

私
」

が
創

出
さ
れ

る
の

を

期
待
し
つ

つ
、

新
し

い

「

世
界
」

の

創
出
へ

の

関
心
は

持

っ

て

い

な
い

。

だ
が、

彼
女
た

ち
は

さ

ら
に
、

オ

ウ

ム

真
理
教
の

女
性
た

ち
と

も

異
な
り、

他
の

商
品
と
比

較
す
る

「

品
定
め
」

や
、

「

ス

ピ

リ
チ

ュ

ア

ル
」

に
関
心
を
も
つ

人
び

と

と

交
流
す
る

「

社
交
」

を

楽
し
む

こ

と

に

魅
力
を
見
出
し
て

い

る

こ

と

が、

彼
女
た

ち
へ

の

イ

ン

タ

ビ
ュ

ー

か
ら

伺
わ
れ
る

。

「

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル
・

ブ
ー

ム
」

も
オ
ウ

ム

真
理
教
と

同
様

に
、

暴
力
を
胚
胎
し

な
が
ら、

オ
ウ
ム

真
理
教
と

は
異
な
っ

て
、

そ
れ
が

常
に

昇
華
さ
れ
る
の

は、

「

品
定
め
」

と
「

社
交
」

と

い

う
彼
女
た

ち
に
と

っ

て

の

魅
力
が

、

安
全
装

置
と

し
て

機
能
し
て

い

る

か
ら
な
の

で

あ
る

。

　

以
上
、

オ
ウ

ム

真
理
教
と

「

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル
・

ブ

ー

ム
」

の

い

ず
れ

も、

そ
こ

に

集
う
人
び

と

は
新
し
い

「

私
」

の

創
出
を
期
待
し

て

お

り、

そ
れ
が
暴
力
と

結
び

つ

く

契
機
と

な
り

う
る

点
で

共
通
し
て

い

る

こ

と

が

指
摘
さ
れ
る

。

だ
が、

オ
ウ

ム

真
理
教
の

男
性
を
中
心
と
す
る

幹
部
信
者

た

ち
は
、

新
し
い

「

私
」

の

創
出
だ

け
で

な
く、

新
し
い

「

世
界
」

の

創

出
を
も
オ
ウ
ム

真
理
教
に

期
待
し、

そ
れ
が
外
部
に

向
け
た

暴
力
に

結
び

つ

い

た
。

そ
れ
に

対
し

、

オ
ウ

ム

真
理
教
と

「

ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

ル
・

ブ
ー

ム
」

の

女
性

信
者
た
ち
は、

新
し
い

「

私
」

の

創
出
に

没
頭
す
る

反
面、

「

世
界
」

の

創
出
に

は

関
心
が
薄

く
、

暴
力
を
対
外

的
に

表
出

す
る

理
由

を

持
た

な
か
っ

た
。

さ
ら
に
、

「

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

ル
・

ブ

ー

ム
」

の

女
性

た

ち
は
、

「

社
交
」

と
「

品

定
め
」

の

楽
し

み

と
い

う、

別
の

魅
力

を
も

見
出
し
て

い

る
。

そ

の

こ

と
に

よ
っ

て
、

彼
女
た
ち
は
、

宗
教
を
た

え
ず

日

常
生
活
の

文．
脈
に

引
き

寄
せ
、

モ

ノ

化
し、

消

費
し
て

お
り、

そ
れ
に

よ

っ

て

宗
教
の

暴

力
を
回
避
し
て

い

る

と

考
え
ら
れ
る

の

で

あ
る

。

予
言
が

当
た
っ

た

と

き

　

　
　
　
ア

セ

ン

シ

ョ

ン

信

奉
者
の

震
災
後
の

態
度

堀

　
江

　
宗

　
正

　
ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

ル

な
も
の

に

関
心
を
持
つ

人
々

の

問
で

「

ア

セ

ン

シ
ョ

ン
」

と

い

う
観
念
が
注
目

さ
れ
て

い

る
。

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

は、

地

球
と
い

う
生
命
体
・

意
識
体
の

次
元
上

昇、

個
人
の

魂
の

進
化
を

指
す

。

進

化
し

な
い

魂
は

こ

の

古
い

世
界
に

残
る

と

さ
れ
る

。

そ
こ

で

は、

地

球
の

不
調

和
な
部
分
の

浄
化
作
用、

災
害
や
戦
争
が
起
こ

る

と

い

う
。

時

期
は、

マ

ヤ

暦
が

終
わ

る

二

〇
一

二

年
一

二

月
二

二

日

と

さ
れ

て

き

た
。

最
近
で

は
、

二

〇

＝

年
一

〇

月
二

八

日
が

暦
の

終
わ

り
だ
と

す
る

計
算
も
あ

り、

そ
の

最
後
の

サ
イ
ク

ル

が
始
ま
る

同
年
三
月
九
日

か
ら、

何
か
が

起

こ

る
と
考
え
ら
れ
て

き
た

。

ま
た
、

ア

セ

ン

シ
ョ

ン

は
霊
性
の

高
い

日

本

か
ら
始
ま
る
と

い

う
説
も
あ
っ

た
。

そ
こ

に

起
き
た

の

が
東
日

本
大
震
災

で

あ
る

。

　

本
発
表
で

は
、

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

と

地
震
を
関
連
づ

け
る

よ

う
な
プ
ロ

グ

か
ら

、

、
震
災
へ

の

反
応
の

傾

向
を

明
ら
か

に

す
る

。

震
災
後、

「

天

罰
」

発
言
批
判
や
「

不
謹
慎
」

言
説
が

強
ま
り、

震
災
の

宗
教
的
意

味
づ

け
が

タ

ブ
ー

視
さ
れ

て
い

る
。

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

は

そ
の

な
か
で

ど

の

よ
う
に

信

じ
ら
れ
て

い

る

の

か．、

ま
た

終
末
論
と

個
人
的
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ
テ

ィ

の

系
譜
の

な
か
に

ど

う
位
置
づ

け
ら

れ

る

だ
ろ

う
か

。

　

ま
ず
次
の

条
件
で

プ

ロ

グ

を

絞
り
込
ん

だ
。

ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド
地
震

の

二

月
二

二

目
か
ら
東
日

本
大
震
災
前
日
の

三

月
一

〇
日
ま
で

の

期
間
指

定
で

「

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

　
地

震
」

の

検
索
語
で

ヒ

ッ

ト、

内
容
的
に

地
震

208（1042）
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を
ア

セ

ン

シ
ョ

ン

と

関
連
づ

け、

今
後
も
起
き
る

と
示

唆
、

震
災

後
も
地

震

関
連
の

発
言
が

あ
る

。

以
上
の

条
件
で

絞
り
込
ん

だ

と
こ

ろ

五
人
の

プ

ロ

ガ
ー

を
拾

う
こ

と
が
で

き
た

。

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

を
肯

定
的
に

と

ら
え
て

い

る

者
は
二

人
、

距
離
を
と

り
つ

つ

大
震
災
を
予
知
し
た
者
が
一

人、

懐

疑
的
だ

が

個
人
的
ア

セ

ン

シ
ョ

ン

を

期
待
し

て

い

る

者
が
一

人
、

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

は
人
目

削

減
の

た
め

の

陰
謀
だ
と

す
る

者
が
一

人
だ

っ

た
。

さ
ら

に、

震
災
後、

同
じ

検
索

語
で

ヒ

ッ

ト

数
が

多
い

三

月

＝
一
凵
か
ら

の

四

日
間
を
期
間

指
定
し

て

適
合
度
順
上

位
か
ら

有
意
味
な
プ
ロ

グ

を
十
個
拾

い
、

事
例
の

少
な
さ
を
補
っ

た
。

肯
定
派
は

六
、

前
提
と
す
る

が
違
和
感

を

表
明
し
て

い

る

者

が
三
、

陰

謀

論
の

立

場
か

ら

の

否
定
派
が
一

だ
っ

た
。

ど

ち．
ら
の

検

索
で

も
ア

セ

ン

シ
ョ

ン

を

前
提
と

し
つ

つ

違
和
感
を
表

明
す
る

者
が

＝
疋

数
い

る
。

　

肯
定
派
に
は

四
つ

の

特
徴
が
あ
る

。

1
天
罰
の

否
定

。

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

は

地
球
の

進
化
で

あ
り、

震
災
の

背
後
に

超
自
然
的
主

体
の

意
志
は

認
め

ら

れ
な

い
。

2
善
悪
二

元
論
の

否
定
と

ネ
ガ

ポ
ジ

ニ

元
論

。

震
災
後
の

世

間
は

互

い

を
非
難
し
あ
う
ネ
ガ

テ

ィ

ブ

な
想
念
が
渦
巻
い

て

い

る

が
、

自

分
は

世
界
が
よ

い

方
向
に
向
か
っ

て

い

る
と

ポ
ジ

テ

ィ

ブ

に

見
て

い

る
。

死
後
生

を
信
じ

て

い

る

の

で
、

震
災
に

よ
る

死
亡

は

罰
と

見
な

さ
な

い
。

3
潜
在
化
・

個
人
化

。

以
上

の

よ
う
な
信
念
を
ネ
ッ

ト

以
外
の

日
常
生

活

で

は

話
さ
な
い

。

4
凵
本
の

特
別
視

。

震
災
を
機
に

R
本
人

の

絆
が

強
ま

り
世

界
か
ら

賞

賛
さ
れ

て

い

る
。

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

は

日

本
か
ら

始
ま
っ

た
。

「

が
ん

ば

れ
ニ

ッ

ポ

ン
」

と
い

う
世

俗
的
ス

ロ

ー

ガ

ン

と

接
続

す
る

こ

と
で

、

災
害
の

宗
教
的
意
味
づ

け
を

警
戒
す
る

「

復
興
世
俗
主

義
」

へ

の

適
応
が

可
能
と
な
っ

て

い

る
。

　

復
興
世
俗
主

義
は
、

地

域
復
興
支
援
の

た

め
の

国
民
的
連

帯
に

価
値
を

置

く
が、

心
の

ケ
ア

を
妨
げ
る

表
現．
の

抑
制
と
い

う
観
点
か

ら
、

災
害
の

超

自
然
的
原
因
を
求
め
る

こ

と

に

否
定
的
で
、

む
し
ろ

人
的
責
任
を

追
及

す
る

。

こ

の

批
判
的
態
度
を
ア

セ

ン

シ

ョ

ン

信
奉
者
は

ネ
ガ

テ

ィ

ブ

な
状

態
と

す
る

。

彼
ら
は

「

地
球
」

や

「

日
本
」

を
抽

象
的
に

意
識
す
る

が、

被

災
者
へ

の

共
感
は

薄
く、

自
己
の

ポ

ジ
テ

ィ

ブ
さ
に
固
執
す
る

個
人
主

義

者
で

あ
る

。

そ
れ
に

対
し
て
、

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

に

違
和
感
を

持
つ

ス

ピ

リ

チ
ュ

ア

ル

な
人
々

は
、

地
球
や

日
本
よ
り
も
日
常
生

活
の

正

常
化
に
関

心
を
寄
せ

る
私
生
活
主
義
者
で

あ
る

。

　

多
中
心
的
で

カ

リ
ス

マ

も
組
織
も
持
た
ず、

個
人
の

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

な
心

理
状
態
に

固
執
す
る

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

信
奉
者
の

傾
向
は
、

終
末
論
の

個
人

化

：
心

理
化
を
示
唆．
し
て

い

る
。

他
方、

個
人
的
ス

ピ

リ
チ
ュ

ア

リ

テ

ィ

の

潮
流
に

お
い

て、

世
界
の

破
滅
の

想
定
や
論
争
的
雰
囲
気
は
一

般
的
で

は

な
い

。

暴
力
的
な
カ

ル

ト

団
体
が
楽
天
的
な
終
末
論
と

個
人
主

義
的
な

集
ま
り
か

ら
始
ま
っ

た

例
も
あ
る

こ

と

を
想
起
す
れ

ば
、

一

部
の

ア

セ

ン

シ

ョ

ン

思
想
家
か
ら
逸
脱
的
組
織
が
発
生
す
る

可
能
性
も
否
め

な
い
。

近
代
化
・

世
俗
化
・

宗
教

　
　
　

危
機
の

時
代
か
ら
の

再

考
察

中
　
野

毅

　
一
　

近

年、

政
教
分
離

、

国
家
・

政
治
と

宗
教、

近
代
化
と

世
俗
化
に

関
す
る

議
論
が
、

政
治

学
や
国
際
社

会
論
な
ど
の

領
域
に

お

い

て
、

「

宗

教
」

を
重

要
な

フ

ァ

ク

タ

ー

と

し

て

取
り
入
れ
て

盛
ん

に

な

っ

て

い

る
。

昨
年
は

イ
ス

ラ

エ

ル

の

政

治
学

者
一

〇

爵
臣
き
団
o
騒

の

統
計

学
的
（
計
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